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コ
ロ
ナ
克
服
の
期
往
曹
鷺
准
賛
・
 

令
和
三
年
と
い
う
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
刑
 

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
た
昨
年
で
し
た
」
が
、
相
 

も
、
終
息
は
お
ろ
か
収
束
の
兆
し
も
ま
だ
見
え
ま
せ
ん
 

そ
も
そ
も
疫
病
、
感
染
症
が
文
学
、
芸
術
、
学
問
”
 

す
影
は
、
古
今
東
西
を
問
わ
ず
思
っ
た
以
上
に
大
き
ハ
 ‘轟 

主
コ
 

加
在
一
 

』落・ 

、よ、 
ロ
 

で
 

と
 

つ
 

で
す
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
 

や
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
万
有
引
力
の
法
則
発
見
に
も
、
影
響
を
 

与
え
て
い
ま
す
。
俳
旬
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
J
ず
際
云
作
品
は
災
禍
を
描
く
り
み
で
、
ウ
イ
ル
ス
 

h
い
 
【
‘
，
(
 
'‘, 

へ、
 

に
，
駿
嚇
雛
 

撃
『
恰
 

最響 
看
な
乗
、
ご
も
り
 

「
」
‘
h
l

一 
・」ヒ”r 

心
 ・地戦u
・
遭
 

『

ロ

ミ

オ

と

ジ

ュ

リ

エ

ッ

ト

』

 

”
う
か
。
芭
蕉
が
大
垣
で
詠
ん
だ
「
折
々
 

尋「I
与
を
 

J倉
臨
 

チ
ン
と
“
仁
、
た
 

を
奥
底
は
秘
め
て
い
る
の
で
し
 の

旬
は
、
「
み
る
」
と
い
う
攻
 

服
に
よ
 

旬
大
会
が
範
）
界
」
●
犀
ゴ
書
と
 

防
御
性
を
兼
ね
備
え
て
い
る
 

た
作
品
結
朴
 
邪
悪
な
対
象
に
 

ぎ
っ
た
、
・
攻
撃
性
と
防
御
性
 

文
化
や
ル
ネ
サ
ン
 

年
の
芭
蕉
の
道
俳
 

ま
す
。
 

元
日
や
妻
の
日
記
の
万
年
青
の
実
 

所
 

ロ
ウ
バ
イ
の
花
び
ら
に
い
ま
初
日
射
す
 

潮
の
香
の
か
す
か
に
ま
じ
り
初
松
績
 

初
鵬
濡
れ
羽
の
か
く
も
美
し
く
 

横
田
 

義
男
 

か
る
き
音
た
て
初
刷
り
の
と
ば
し
読
み
 
足
立
 

歓
声
の
風
に
ち
ぎ
れ
て
出
初
式
 

マ
ス
ク
し
て
目
と
目
で
笑
ふ
御
慶
か
な
渡
辺
 

門
松
を
据
瓦
て
破
屋
の
な
ほ
古
ぶ
 

コ
ロ
ナ
禍
に
弱
気
の
賀
状
増
え
に
け
り
加
藤
 

放
た
れ
し
矢
の
一
閃
や
弓
始
め
 

賢
治
 

純
枝
 

忠
美
 

玄
関
の
花
生
け
変
へ
て
年
迎
ふ
 

小
瀬
千
恵
子
 

婿
孫
も
集
ひ
て
蟹
食
ぶ
広
座
卓
 

山
花
 

マ
ス
ク
し
て
交
す
御
慶
ゃ
畔
見
て
 

後
藤
 

和
朗
 

家
採
り
の
葉
も
の
根
の
も
の
雑
煮
椀
 

落
鮎
も
コ
ロ
ナ
の
川
に
や
つ
れ
け
り
 
佐
藤
を
さ
む
 

水
洞
れ
し
支
考
の
寺
の
心
字
池
 

つ
け
た
て
の
名
前
を
呼
び
て
お
正
月
辻
 
恵
美
子
 

餅
花
を
く
ぐ
れ
ば
大
須
寄
席
離
子
 

達
磨
市
だ
る
ま
の
よ
こ
に
猫
が
を
り
 

教
会
の
へ
や
ひ
と
っ
借
り
初
句
会
 

岬
 

雪
夫
 

夜
を
か
け
て
五
体
の
痛
む
松
の
内
 

小
鳥
 

幸
男
 

写
し
絵
の
高
祖
笑
ま
ふ
初
景
色
 

利
か
ぬ
気
の
一
羽
の
乱
す
初
明
り
 

去
年
今
年
齢
も
逆
流
な
か
り
け
り
 

初
風
へ
共
感
覚
の
ツ
ー
リ
ン
グ
 

嘆
想
人
生
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
初
日
影
 

初
富
士
や
新
幹
線
の
窓
は
額
 

宝
船
鯛
の
跳
ね
た
る
大
漁
旗
 

狛
犬
の
対
の
力
や
淑
気
満
つ
 

人
日
の
体
重
計
に
そ
つ
と
乗
り
 

小ア 

マ
ビ
エ
の
札
ふ
 

流
れ
に
タ
光
の
 と
こ
ろ
に
冬
隣
 

福
返
り
花
 

宮
川
 

典
夫
 

今
津
 
大
天
 

」

 

大

野

 
鵠

士

 

荻

原

 
正
三
 

藤

田

真

木

子

 

破
魔
矢
抱
き
幼
は
父
の
背
に
眠
る
 

寺
田
 

好
子
 

読
初
や
大
歳
時
記
に
先
師
の
名
 

新
旧
の
暦
し
ば
ら
く
重
ね
掛
け
 

透
 

乙
美
 

小
正
月
コ
ン
サ
ー
ト
へ
と
誘
は
れ
て
 

白
障
子
墨
磨
る
音
の
匂
ひ
た
つ
 

長
野
美
代
子
 

飾
起
し
岬
は
風
の
災
く
と
こ
ろ
 

宇
宙
よ
り
発
信
さ
る
る
年
賀
か
な
 

瀬
尾
 

千
草
 

連
句
碑
に
翁
の
名
あ
り
今
朝
の
春
 

味
噌
樽
の
推
締
め
直
す
去
年
今
年
 

森
崎
 
義
道
 

郷
を
守
る
千
木
の
輝
き
淑
気
満
つ
 

い
ま
も
つ
て
父
は
上
座
に
雑
煮
餅
 

緊
張
の
顔
ば
か
り
な
る
初
写
真
 

小
森
 

広
司
 

あ
を
に
よ
し
寧
楽
の
巻
筆
初
硯
 

富
田
 

澄
江
 

初
買
の
門
前
市
の
百
合
根
か
な
 

去
年
今
年
結
願
寺
の
大
草
鞍
 

小
野
木
武
守
 

な
で
牛
の
角
の
光
や
初
社
 

初
東
風
や
八
坂
を
ぬ
け
て
知
恩
院
 

矢
田
 

邦
子
 

お
降
り
や
雲
間
に
星
を
ち
り
ば
め
て
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‘伏賛会及ひ輸伏賛併句大コ 

令
和
二
年
十
月
十
八
日
（
日
）
午
前
十
 

時
よ
り
、
岐
阜
市
長
良
、
鵜
塚
の
あ
る
霊
 

天
庵
に
て
 
「
岐
阜
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
 

協
会
」
主
催
の
 
「
鵜
供
養
会
」
が
開
催
さ
 

れ
た
。
 

当
日
は
曇
天
で
涼
し
か
っ
た
が
、
コ
ロ
 

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
で
関
係
各
方
面
の
 

代
表
者
や
俳
人
の
方
々
も
例
年
よ
り
少
な
 

く
四
十
名
余
の
参
列
で
あ
っ
た
。
 

主
催
者
側
の
説
明
に
よ
る
と
、
令
和
一
一
 

年
度
の
鵜
飼
は
大
河
ド
ラ
マ
 
「
膜
麟
が
く
 

る」 

に
よ
る
集
客
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
 

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
 

大
に
よ
り
、
開
催
日
数
が
五
十
五
日
減
、
 

乗
船
客
数
が
計
一
万
五
千
人
余
と
、
と
も
 

に
こ
こ
数
十
年
間
で
最
低
を
記
録
し
た
。
 

寿
命
を
全
う
し
た
鵜
は
八
羽
と
の
こ
と
 

で
あ
っ
た
。
 

法
要
は
、
僧
の
読
経
に
続
い
て
鵜
匠
を
 

は
じ
め
関
係
者
の
焼
香
が
あ
り
、
俳
人
協
 

長良川河畔・鵜の供養 

会
岐
阜
県
支
部
か
ら
は
荻
原
正
三
副
支
部
 

長
が
代
表
し
て
焼
香
し
た
。
 

次
に
場
所
を
長
良
川
河
畔
に
移
し
、
 

「
鵜
供
養
短
冊
流
し
」
が
行
わ
れ
た
。
 

河
畔
に
は
鵜
舟
が
一
般
用
意
さ
れ
、
鵜
 

等
が
焚
か
れ
た
。
導
師
と
六
名
の
鵜
匠
が
 

舟
に
乗
り
込
み
、
し
め
や
か
に
法
要
が
行
 

わ
れ
た
。
読
経
が
流
れ
る
中
、
あ
ら
か
じ
 

め
各
人
に
配
ら
れ
て
い
た
水
溶
性
の
短
冊
 

に
俳
句
を
書
き
長
良
川
に
流
し
、
鵜
供
養
 

会
は
終
了
し
た
。
 

午
後
一
時
よ
り
「
う
か
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
 

ム」 

の
四
阿
に
て
俳
人
協
会
岐
阜
県
支
部
 

後
援
の
 
「
鵜
供
養
俳
句
会
」
が
開
催
さ
れ
 

た
。
出
席
者
は
十
四
名
で
、
各
人
三
旬
投
 

句
で
あ
っ
た
。
受
賞
者
等
は
次
の
と
お
り
 

で
あ
る
。
 

俳
人
協
会
岐
阜
県
支
部
賞
 

一
流
れ
ゆ
く
水
も
過
客
や
鵜
の
供
養
 

篠
田
 

溝
 

秀
逸
賞
 

新
藁
の
匂
ひ
を
纏
ふ
式
部
職
 

岩
上
 

利
一
 

天
に
城
昼
の
大
河
へ
鵜
短
冊
 

能
登
 

実
 

人
の
世
に
尽
く
し
て
今
日
の
鵜
の
供
養
 

佐
橋
 
裕
子
 

俳
人
協
会
岐
阜
県
支
部
で
は
、
岐
阜
市
に
お
け
る
芭
蕉
の
足
跡
を
偲
び
、
令
和
三
年
も
次
の
よ
う
 

に
俳
句
大
会
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
俳
人
協
会
幹
事
・
加
藤
か
な
文
先
生
を
お
迎
え
し
、
 

親
し
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
員
に
と
っ
て
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
 

た
く
、
ま
た
会
員
以
外
の
方
も
お
誘
い
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
 

期
 

日
 
令
和
三
年
五
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時
 
開
会
 

会
 

場
 
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ
・
 
（
二
階
）
ホ
ー
ル
（
J
R
岐
阜
駅
前
）
 

岐
阜
市
橋
本
町
一
の
十
の
十
一
 

容
〇
五
八
ー
二
六
ニ
ー
〇
一
五
〇
 

講
 

演
 
俳
人
協
会
幹
事
・
加
藤
か
な
文
 
先
生
 

「
未
来
の
古
典
ー
記
念
の
旬
・
記
録
の
句
・
記
憶
の
句
」
 

受
 

付
 
十
時
よ
り
十
一
時
三
十
分
ま
で
（
投
句
受
付
も
同
じ
）
 

開
 

場
 
十
時
 
昼
食
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
自
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
 

投
 

句
 

・
事
前
投
句
 
雑
詠
（
冬
季
・
新
年
及
び
春
季
に
限
る
）
 

句場付 

申参選 

加 

込費者 

ノ
 

俳
人
協
会
岐
阜
県
支
部
副
支
部
長
 

荻
原
 
正
三
 

詠
 

川
風
の
と
ど
く
鵜
塚
へ
小
鳥
来
る
 

貝
寄
風
主
宰
 

宮
川
 
典
夫
 
詠
 

鵜
供
養
を
修
す
鵜
塚
は
騒
深
め
 

（
奥
田
 

宇
滴
記
）
 

第
二
十
回
「
芭
蕉
の
道
俳
句
大
会
」
募
集
案
内
 

事
前
投
句
券
を
必
要
枚
数
購
入
し
、
貼
付
し
て
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。
 

左
記
「
申
 

込
」
参
照
。
 

受
付
期
間
は
一
月
二
十
日
よ
り
三
月
十
日
ま
で
で
す
。
（
当
日
消
印
有
効
）
 

・
当
日
投
句
（
当
日
句
に
は
兼
題
が
あ
り
ま
す
。
〔
①
笥
 
②
点
〕
の
う
ち
、
少
な
く
と
 

も
ー
つ
を
使
用
し
、
夏
季
の
句
と
す
る
。
①
の
場
合
は
、
傍
題
も
使
用
可
。
②
の
場
 

合
は
、
「
点
」
 
の
字
を
使
う
こ
と
。
）
 

加
藤
か
な
文
先
生
、
岐
阜
県
支
部
選
者
グ
ル
ー
プ
 

当
日
大
会
参
加
一
〇
〇
〇
円
（
大
会
参
加
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
）
 

応
募
用
紙
に
、
事
前
投
句
券
と
大
会
参
加
券
を
貼
付
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

事
前
投
句
券
（
ニ
句
一
組
分
」
一
枚
一
〇
〇
〇
円
）
と
大
会
参
加
券
（
一
〇
〇
〇
円
）
 

は
、
各
結
社
の
 
「
大
会
実
行
委
員
」
よ
り
ご
購
入
く
だ
さ
い
。
（
欠
席
の
場
合
の
返
金
は
 

い
た
し
ま
せ
ん
）
 

近
く
に
実
行
委
員
が
い
な
い
場
合
は
、
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

投
句
上
の
注
意
 

投
句
は
自
作
の
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。
類
句
、
類
想
句
、
模
倣
句
、
二
重
投
句
、
 

他
人
の
添
削
を
受
け
た
句
は
賞
を
取
り
消
し
ま
す
。
賞
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
、
氏
名
 

が
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

俳
句
に
ル
ビ
は
振
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
作
品
の
著
作
権
は
作
者
に
属
し
ま
す
が
、
大
 

会
入
選
句
集
や
支
部
会
報
及
び
俳
人
協
会
俳
句
文
学
館
へ
の
掲
載
に
は
同
意
し
た
も
の
 

と
み
な
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
 

（
午
後
九
時
以
降
の
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
 

郵
便
の
場
合
は
、
返
信
用
葉
書
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〒
五
〇
七
ー
〇
〇
二
三
 
多
治
見
市
小
田
町
一
の
八
 
荻
原
正
三
 

電
話
〇
九
〇
ー
四
八
六
五
ー
六
三
六
ニ
 
メ
ー
ル
／
sz

o
叫
国
ブ
品
⑤
の
ョ
ail

・pla
F
・o
こ
b
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辻 恵美子顧問 

正
月
の
句
は
難
し
い
。
難
し
い
か
ら
貴
重
で
あ
る
。
 

正
月
の
句
が
な
ぜ
難
し
い
か
と
い
え
ば
ま
ず
季
語
が
少
 

な
い
。
僅
か
ー
か
月
間
の
、
冬
季
と
併
存
す
る
季
語
で
あ
 

る
。
し
か
も
時
代
に
合
わ
な
い
季
語
が
多
く
、
行
事
な
ど
 

は
ほ
と
ん
ど
馴
染
み
が
な
く
詠
め
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
 

ど
の
季
語
に
も
め
で
た
い
と
い
う
観
念
が
付
き
纏
い
型
通
 

り
の
句
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
ー
つ
、
晴
れ
 

と
嚢
の
区
別
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
現
代
に
於
て
以
前
の
よ
う
 

な
正
月
の
実
感
が
乏
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
年
 

齢
を
重
ね
た
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
。
 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
私
に
と
っ
て
正
月
の
句
は
作
 

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
 

1
で
は
吾
が
師
細
見
綾
子
は
ど
の
よ
う
な
季
語
を
詠
ん
で
 

い
た
だ
ろ
う
か
。
 

綾
子
は
明
治
生
ま
れ
で
、
作
句
は
昭
和
五
年
頃
か
ら
平
 

成
七
年
頃
ま
で
続
．
い
た
が
、
最
充
実
期
は
昭
和
四
十
年
代
 

五
十
年
代
で
あ
る
。
当
時
は
今
よ
り
も
ず
っ
と
正
月
ら
し
 

さ
や
そ
の
実
感
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
そ
 

ん
な
時
代
の
綾
子
が
詠
ん
で
い
た
季
語
は
、
最
も
多
か
っ
 

た
の
が
正
月
、
次
が
ま
ゆ
玉
、
そ
し
て
新
年
、
と
ん
ど
、
 

七
草
粥
、
初
日
、
餅
花
、
去
年
今
年
、
松
の
内
、
買
初
、
 

初
夢
、
初
乗
り
、
初
句
会
、
初
詣
、
御
慶
、
と
い
っ
た
具
 

合
で
あ
っ
た
。
が
、
驚
い
た
こ
と
に
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
 

今
私
が
詠
む
季
語
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
だ
。
他
に
古
い
季
 

語
で
あ
る
薮
入
り
、
囲
炉
裏
開
く
、
山
初
め
、
手
替
、
蓬
 

莱
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
手
越
、
蓬
莱
を
除
い
て
 

回
想
の
句
で
あ
り
当
時
目
に
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
 

手
越
は
季
語
と
し
て
用
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
蓬
莱
は
武
 

蔵
野
の
自
宅
に
、
古
い
も
の
を
残
し
た
い
と
飾
っ
て
い
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

綾
子
に
と
っ
て
そ
れ
以
外
の
季
語
は
興
味
が
湧
か
な
か
っ
 

た
か
身
近
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
 
詠
む
季
語
が
 

や
は
り
多
く
は
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 

し
か
し
、
薮
入
り
、
囲
炉
裏
開
く
、
山
初
め
、
蓬
莱
な
 

ど
は
私
に
と
っ
て
は
経
験
外
で
回
想
以
前
の
こ
と
、
そ
の
 

辺
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
と
い
え
ば
あ
る
。
 

私
の
周
り
か
ら
既
に
消
え
た
季
語
、
今
消
え
よ
う
と
す
 

る
季
語
は
数
多
く
、
正
月
の
句
は
い
よ
い
よ
狭
め
ら
れ
て
 

い
く
。
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」
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私
の
所
属
し
て
い
る
俳
句
結
社
「
貝
寄
風
」
 
は
、
昭
和
 

二
十
二
年
十
一
月
に
、
近
藤
一
鴻
（
主
宰
）
が
創
立
し
た
 

も
の
で
、
現
在
は
宮
川
典
夫
先
生
が
主
宰
で
あ
る
。
 

毎
月
の
句
会
は
、
私
の
勤
務
し
て
い
る
中
央
法
規
出
版
 

株
式
会
社
岐
阜
事
務
所
で
行
っ
て
い
る
。
支
部
の
名
称
は
、
 

「
か
は
ら
俳
句
会
」
 
と
い
う
。
会
社
が
長
良
川
の
川
原
の
 

近
く
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
創
業
者
故
荘
村
踏
青
（
正
 

人
）
氏
が
名
付
け
ら
れ
た
。
句
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
社
員
 

や
o
B
が
中
心
で
、
転
勤
や
退
職
も
あ
る
為
入
れ
替
わ
っ
 

て
い
る
が
、
数
十
年
の
会
員
も
お
ら
れ
る
。
入
社
一
年
の
 

方
も
入
会
さ
れ
る
等
新
鮮
味
も
あ
る
会
で
あ
る
。
現
在
は
、
 

月
一
回
宮
川
主
宰
に
句
会
に
来
て
頂
き
ご
指
導
を
受
け
て
 

い
る
。
以
前
は
、
主
宰
で
あ
ら
れ
た
故
近
藤
一
鴻
先
生
、
 

故
岩
井
三
青
先
生
、
故
島
田
秋
芽
先
生
に
来
て
頂
き
、
ご
 

指
導
を
受
け
て
い
た
。
 

私
の
俳
句
と
の
出
会
い
は
、
前
職
を
定
年
退
職
後
中
央
 

法
規
出
版
株
式
会
社
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
 

入
社
し
た
方
、
転
勤
で
配
属
に
な
っ
た
方
に
は
、
必
ず
 

「
句
会
に
一
度
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
ま
せ
ん
か
」
 

と
勧
誘
の
声
が
か
か
る
の
で
あ
る
。
殆
ど
の
社
員
、
私
も
 

そ
う
で
あ
っ
た
が
、
俳
句
の
経
験
は
無
い
。
誘
わ
れ
る
ま
 

ま
、
就
業
時
間
の
終
わ
っ
た
五
時
半
か
ら
行
わ
れ
る
句
会
 

に
参
加
し
た
の
が
切
っ
掛
け
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
続
け
て
 

い
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
最
初
か
ら
選
句
の
評
を
発
表
す
 

る
機
会
を
設
け
ら
れ
て
い
て
、
難
し
い
漢
字
も
多
く
、
難
 

儀
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
、
 

漢
字
も
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
歳
時
記
を
片
手
に
俳
句
を
 

作
る
事
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
 

当
句
会
は
、
こ
の
よ
う
に
経
験
の
長
い
方
か
ら
浅
い
方
、
 

年
配
の
方
か
ら
若
い
方
ま
で
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
思
わ
 

ぬ
発
想
が
聞
け
、
刺
激
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
。
 

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
貝
寄
風
創
立
者
一
鴻
先
生
の
言
う
 

「
郷
土
に
根
づ
い
た
句
」
 
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
 

て
い
る
。
宮
川
主
宰
か
ら
は
、
「
俳
句
は
韻
文
で
あ
る
。
 

詩
で
あ
る
。
俳
句
は
自
分
の
感
動
を
十
七
文
字
に
託
す
。
 

俳
句
は
報
告
で
は
な
い
。
散
文
で
は
な
い
。
」
 
と
、
ご
指
 

導
を
受
け
て
い
る
。
 

森崎義道理事 
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平
成
三
年
二
月
一
日
、
俳
誌
『
飛
騨
』
創
刊
号
が
生
ま
 

れ
た
。
小
鳥
幸
男
代
表
の
も
と
飛
騨
全
域
か
ら
集
ま
っ
た
 

会
員
は
二
六
六
名
、
 
一
月
十
三
日
に
開
か
れ
た
創
立
俳
句
 

会
の
盛
況
は
、
慣
れ
な
い
ス
タ
ッ
フ
の
戸
惑
い
と
共
に
忘
 

れ
ら
れ
な
い
。
 

三
〇
年
の
歳
月
の
流
れ
は
徐
々
に
会
員
の
老
化
を
招
き
、
 

今
、
創
刊
当
時
か
ら
の
会
員
は
少
数
と
な
っ
た
が
、
幸
い
 

新
入
会
員
も
あ
っ
て
会
は
維
持
で
き
て
い
る
。
 

飛
騨
で
最
初
の
句
集
『
位
山
集
』
を
編
集
発
刊
し
た
森
 

江
鶴
以
来
三
〇
〇
余
年
、
連
綿
と
伝
え
ら
れ
た
飛
騨
俳
壇
 

騨
 

騨
俳
句
会
の
三
十
年
 

を
実
感
し
た
。
本
年
（
二
〇
二
〇
年
）
の
第
二
回
飛
騨
俳
 

句
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
紙
上
俳
句
大
会
と
 

し
て
開
催
し
た
。
 

前
年
同
様
の
応
募
者
数
が
あ
り
、
高
校
生
、
中
学
生
の
 

参
加
は
、
飛
騨
俳
句
界
の
未
来
へ
の
光
と
も
思
え
た
。
 

第
二
回
飛
騨
俳
句
大
会
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
 

あ
る
。
 

天
位
 
新
米
に
問
う
て
決
め
た
る
水
加
減
 

高
山
市
 
坂
井
 

令
 

地
位
 
万
緑
を
来
て
雲
水
の
眼
の
碧
き
 

下
呂
市
 
遠
藤
 
典
子
 

飛
騨
』
編
集
長
 
伊
藤
浩
子
 

を
担
っ
て
来
た
数
々
の
俳
句
会
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
飛
 

騨
俳
句
会
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
立
場
に
あ
る
の
で
 

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
。
 

最
近
の
飛
騨
俳
句
会
の
活
動
は
設
立
以
来
の
月
例
俳
句
 

会
・
隔
月
で
は
あ
る
が
俳
誌
『
飛
騨
』
 
の
発
刊
・
近
郊
の
 

吟
行
会
の
催
行
、
昨
年
よ
り
始
め
た
 
「
飛
騨
俳
句
大
会
 

な
ど
が
あ
る
。
 

第
一
回
飛
騨
俳
句
大
会
は
、
二
〇
一
九
年
六
月
三
十
日
、
 

1
n

向
山
市
民
文
化
会
館
に
て
開
催
し
た
。
飛
騨
地
域
の
俳
句
 

会
と
高
等
学
校
に
応
募
用
は
が
き
を
印
刷
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
 

ト
を
送
り
、
句
を
募
集
し
た
。
当
日
、
北
は
神
岡
町
、
南
 

は
金
山
町
か
ら
参
加
者
が
あ
り
、
開
催
続
行
へ
の
手
応
え
 

地
位
 

一
歳
と
九
十
歳
と
冷
奴
 

高
山
市
 
田
口
 

葉
子
 

高
校
生
の
部
 

天
位
 
深
呼
吸
し
て
弓
引
き
分
け
る
新
樹
 

斐
太
 
門
前
 
凍
音
 

中
学
生
の
部
 

奨
励
 
初
夏
の
空
雲
に
名
前
を
つ
け
て
み
る
 

中
山
 
谷
口
真
梨
菜
 

来
年
は
是
非
と
も
盛
大
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

（
小
鳥
幸
男
代
表
が
体
調
不
良
で
ご
入
院
の
た
め
代
理
で
 

書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
 
一
日
も
早
い
ご
回
復
と
俳
句
指
 

導
へ
の
復
帰
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
）
 

飛
騨
俳
句
会
同
人
の
最
近
句
抄
 

追
羽
子
の
行
く
方
光
の
渦
の
中
 

落
鮎
や
月
の
や
せ
ゆ
く
岩
襖
 

水
屋
よ
り
洩
る
る
小
声
や
菊
日
和
 

蝋
蜘
の
天
衣
ひ
ろ
げ
て
枯
れ
に
け
り
 

星
月
夜
硯
の
海
の
薄
あ
か
り
 

木
犀
や
雨
戸
一
枚
あ
け
て
お
く
 

椎
茸
の
ま
だ
干
し
足
ら
ぬ
一
葉
忌
 

蟻
地
獄
の
話
出
で
た
る
お
斎
か
な
 

赤
ん
ぼ
の
眠
り
覗
き
ぬ
白
障
子
 

小
春
日
や
序
で
の
多
き
妻
の
用
 

泣
き
じ
や
く
り
い
つ
寝
入
り
し
か
十
三
夜
 

今
朝
引
き
し
牛
芽
を
斎
の
笹
掻
き
に
 

お
隣
の
萩
こ
ぼ
れ
た
る
タ
明
り
 

極
楽
は
退
屈
で
せ
う
年
暮
る
る
 

小
鳥
 
幸
男
 

平
野
 
規
子
 

津
木
 
正
子
 

下
垣
内
町
子
 

垣
内
 
静
子
 

高
木
み
つ
江
 

佐
藤
満
知
子
 

垂
井
 
霜
葉
 

数
崎
 
清
子
 

小
森
 
丈
仙
 

栗
田
美
由
紀
 

川
原
ァ
ャ
子
 

斎
藤
真
砂
子
 

伊
藤
 
浩
子
 

押
‘
 

編
 

◇
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

◇
新
型
コ
ロ
ナ
の
先
行
き
は
未
だ
不
透
明
で
す
が
、
支
部
 

主
催
の
 
「
第
二
十
回
芭
蕉
の
道
俳
句
大
会
」
 
は
、
令
和
 

三
年
五
月
十
五
日
（
土
）
じ
ゅ
う
ろ
く
プ
ラ
ザ
・
ホ
ー
 

ル
に
て
例
年
通
り
実
施
の
方
向
で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
 

す
。
な
お
、
今
回
は
本
部
か
ら
の
講
師
と
し
て
加
藤
か
 

な
文
先
生
（
俳
人
協
会
幹
事
）
を
お
迎
え
す
る
予
定
で
 

す
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
収
東
を
願
う
と
同
時
に
本
年
 

も
会
員
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
健
吟
を
お
祈
り
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

（
藤
田
・
小
野
木
・
船
戸
・
横
田
）
 


